
 

 

 

 

 

 

ぐんまネイチャーポジティブ戦略（2026-2030）を策定しました 
 

 

群馬県は、2030年までに自然の損失を止め、回復軌道に乗せるという国際目標「ネイチャ

ーポジティブ」の実現に向けて、「ぐんまネイチャーポジティブ戦略（2026-2030）」を策定

しました。この戦略は、生物多様性基本法に基づく生物多様性地域戦略として、2017（平成

29）年に策定した「生物多様性ぐんま戦略」を改定したものです。 

ネイチャーポジティブの実現には、社会・経済全体が生物多様性の保全に貢献するような

社会変革が必要です。そのため、本戦略においては「生物多様性保全と社会経済活動が両立

する社会の実現」を目指します。 

 

１ 計画期間 

2026（令和８）年度～2030（令和 12）年度 

 

２ ビジョンと目標 

（１）2050年ビジョン 

生物多様性保全と社会経済活動が両立する社会の実現 

（２）2030年目標 

ネイチャーポジティブの実現 

－多様な主体の持続的な活動により、生物多様性が増進している状態－ 

 

３ 基本戦略 

（１）基本戦略Ⅰ ネイチャーポジティブ経済の推進 

・事業者における生物多様性保全と事業活動の両立を推進します。 

・生物多様性の保全を付加価値につなげるイノベーションを推進します。 

（２）基本戦略Ⅱ 地域の自然環境保全の推進 

・地域の特性に応じた生物多様性の理解と保全行動を促進します。 

・生物多様性の恵みを活用した社会課題の解決を促進します。 

 

 

 

 

令和８年３月１７日 

環境森林部 自然環境課 自然環境係 

電話 027-226-2872（内線 2872） 



 

４ 指標 

次のとおり主体別に指標を設定しました。 

事

業

者 

県内におけるネイチャーポジティブに取り組む事業者が 500 社以上となって

いる 

本県がネイチャーポジティブの先進県として認知され、ネイチャーポジティ

ブ経営企業が集積し、本県の経済成長が進んでいる 

県

民 

県民のネイチャーポジティブの認知度が 80％を超えている 

県民がネイチャーポジティブに貢献する行動を優先してとっている 

行

政 

県域の 30％以上が自然環境と生物多様性が保全された地域となっている

（30by30目標達成） 

県各部局の各施策にネイチャーポジティブの視点が反映されている 

 

５ その他 

群馬県ホームページ「ぐんまネイチャーポジティブ戦略（2026-2030）」に PDFファイ

ルを掲載しています。 

 

 

 

 

             

 

 

 


